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雜

鲦

獲

知
鶴
銀

本
州
內
に
於
け
る
工
業
は
漸
次
發
達
の
傾
向
を
有
せ 

ク
1

而
し
て
之
れ
が
.事
業
の
主
な
る
も
の
は「

ブ
ラ
ゴ 

ベ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク」

の
附
近
に
集
中
し
：
將
來
に
於
て 

益
々
有
瘦
な
る
を
示
せ
^V、

但
、之
れ
が
發
達
を
阻
害
す 

る
®
素
も
亦
た
少
か
&
ず
、
.之
れ
が
主
な
る
も
の

€

し 

て
は
資
本
及
技
術
者
の
缺
乏
、
.勞
銀
の
高
價
及
交
通
機 

關
の
不
完
全
な
る
こ
と
な
ゲ
と
す
、
尙
ほ
本
州
ょ
6
の 

主
恶
な
る
輸
出
物
は
_穀
物
及
毛
皮
.に
し
；て
1
具
、
：金
馬 

.品
：、
及
雜
貨
は
之
れ
が
主
要
な
：る
输
入
品
た
^

/
而
し 

て
.'
;

「

ブ
ラ
ゴ
べ
ヱ
シ
チ
ェ
ン
.ス
タ」

は
本
州
に
於
け
る
.取 

引
の
沖
心
點
に
し
て
歐
露
、獨
逸
、北
.米
合
衆
.國
及
支
那
：
 

方
面
ょ
り
貨
物
の
輸
入
せ
ら
る
、
も
の
多
し
o (

未
完)

辑
法
P

•JU

獨

逸

兼

鲁

銀

行

論

(

上)

(

獨
逸
兼
營
銀
行
の
齦
行
經
濟
的
經
營
關
係 

の
解
剖)

,

'

大

矢

知

昇

”
最
近
に
於
け
る
.獨
逸
經
濟
生
锻
の
'概
充
は
世
界
經
濟 

史
上
0

1
大
,
.
で
あ
る 
>
而
し
で
此
驚
奇
^：

ベ
&

、
_ 

充
の
嚮
導
的
動
力
は
人
ロ
增
加
な
.る
^
理
的
現
象
に
求 

ひ
る
を
要
す
れ
ど
も
、
亦
同
國
銀
衍
が
典
發
展
の
勢
を 

增
進
.せ
し
め
た
る
事
^
!！
識
せ
ぎ
る
.を
#
な
：い
。
.『

#. 

行
は
經
濟
的
有
機
體
な
神
經
中
樞
な
>
9

』

と
の
俚
諺
的 

敎
示
ば
、眞
に
克
r
、獨
逸
經
濟
生
活
ど
同
國
餵
行
と
の 

關
係
を
語
る
に
適
す
る
、
而
し
で
同
國
鈒
行
と
は
瘍
錄 

銀
.行
を
意
味
す
る
こ
と
勿
緣
で
ぁ
る
、
蓋
し
兼
營
銀
行 

マV
を
義
逸
流
銀
行
ヒ
^

®
流
紙
行
ふ
を
區
別
す
ふ
も
：?)

な

る

力

故

て

あ

る

、

此

處R
兼

營

報

行

ビ

は

獨

逸

^

の

,

o

i

l

l

 

行
裔
濟
>

G
Jr
則
業
務
と
不
IE
則
業
務
を
兼
營
む
狡
行 

」

を
テ
ふ
拔
言
す
れ
ば
®;
金
鈒
行
/ヒ
投
機
銀
«
ど
を
兼
. 

ぬ
る
飯
行
を
云
：ふ
の
で
あ
る
、
而
し
て
銀
行
經
濟
的
經 

營
關
係
と
は
龈
行
技
術
的
經
營
關
係
と
を
區
财
せ
ん
が 

'
贫
.め
に
.用
ひ
た
る
、言
葉
で
あ
气
蓋
し
.-
-
國
鈒
狩
M
度 

の
本
體
に
關
し
、徹
底
的
智
識
を
得
ん
ど
す
^
ば
、必

ず

I 

.
經

濟

的

方

而

ビ

其

技

術

的

方

面

ょ

り

硏

究

ず

る

：
の

要

が

j 

.あ
名
^
然

る

に

本

論

文

の

硏

梵

：は

専

ら

前

者

g

み

に
it.1 

ま

る

、
從

づ

て

其

意

を

明

か

に

す

る

爲

め

^

1
行

經

濟
|

で
あ
る
。
吾
人
は
今
、
直
も
忙
I

的
材
料
の
*

U
借
'

j

 

6 

T
德
夢
形
態
を
闕
明
に
す
る
5:
.避
け
、
^
、0
)1
_
 

と
し
て
、
獮
逸
鍊
S

過
去
P
於S

て
、
单
界
.に
於
い
：

て

染

何

な

る

取

扱

ひ

を

受

け

た

る

や

否

や

、

及

び

實

蹩 

京

會

の

鈒

行

に

對

す

る

態

度

が

如

何

な

办

レ

か

、

亦

g

龄

十

二

卷

(

六
七
3;
.}'雜
錄
獨
屦
瞥
銀
行
論

に

免

何

衣

る

や

の

酣

題

.
を

其

：出

發

點

ビ

せ

，
ん

と

思

ふ

。 

此
問
題
は
.
■見
硏
究
に
迂
な
る
が
如
き
感
あ
る
も
、
亊 

實
は
然
&
ず
、
反
つ
て
此
豫
備
的
智
識
が
存
す
.る
ド
ょ
ぃ 

b
.
i層
經
營
關
係
を
'明
か
に
理
解
ず
る
を
得
る
の
で
あ 

\

る
。
以
下
、
’節

を

- #
つ
て
硏
究
0
步
を
進
む
る
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ロ k
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成
銀
行
穿̂

皮

夂

私

立

器

バ

案

蔡

肖
！
^

)

“

^

し
た
、
フ
ク
ク
ス
：が
、

0
。3
.
1
5
^
矿
め
昆8
'と.呼
ぶ
も0
は》

種
の 

打
^
し
く
ば_
*が
名
大
の̂
本
^
抄
ズ
せ
る
餓
行

^

- ! 

す
る
も
の
な
れ
竹
彼
办
が
运

^
し
六Gemischte bankea

と
^
,

の
そ
れ
士
は
、
同
語
異
義
な
る
こ
と

4*
.記
德
し> 
褪
吋
？

る
の
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r
め
名
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し
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逸
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營
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行
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學
的
暴
究
し
？

者
S

く
、
偶
I

I

す
る
ち

纖
讀
、
硏
鑽
に
傲
ず
る
も
：の
少
ぐ

.

K
a
b
n
e
r
,

又

は
S
&
, 

の
^

^
0:
如
き
«
31
:
ょ
.
0
^
^
;
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あ
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六
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雜
錄
櫬
逸
雒
镂
鈒
行
論

 

第五號
 

ー
3

八
 

1
00
9

6
•

及
び
⑷

a

8

_
-
D
k

 

E
f
f
e
k
t
e
n
b
a
n
k
p

 

L
e
i
p
z
i
g

 

は
な
い

。
‘

.

S

9

Pの
み
を
擧
ぐ
る
'に
足
る
。
然
れ
ど
も
、
是

等

と

獨

逸

金

_
に
關
f
る
文
献
史
上
.に1

.

新
紀
元
を
割
せ 

て
も
、
#S

の
處
あ
ら
、
直
ち
に
ミ
办
て
、
贖
誦
す
る
る
も
の
は
：、
實
に
、W

e
b
e
r

の
玉
著『

預
金
銀
行
及
投 

に
難
い
の
で
あ
る
、
即
前
者
の
如
き
は
其
硏
.究
根
本
的

.

機
銀
抒
論』

で
あ
.る
？
此
箸
0
上
梓
比
ら
れ
し
は
|
九 

な
ら
ざ
る
上
に
、
少
^
の
.取
引
所
報
及
ニ
三
銀
行
'の

主

|
〇
1
1年
で
、
其
硏
究
0
內
容
を
、爲
ず
も
の
ぼ
英
猶
銀
行 

©
的
報
告
に
偏
倚
し
た
る
の
弊
あ
.
b
、
殊
に
後
者
に
至
比
較
論
で
：あ
る
、
而
し
て
彼
れ
ば
、
英
獨
鈒
行
の
礙
劣 

ぅ
て
は
、
其

『

歷
史
的
批
剑
的
部
，分』
'に
於
い
て
佛
の
を
甄
別
し
、'
是
れ
を
評
價
し
*
。：
其
結
果
當
時
のC

?

 

土
汰
&

日
&
宗

”
を̂
論
す
る
乙
ビ
多
く
、
獨
逸
銀
行I 

3
m
i
s 

opinio, d
o
c
t
o
n
i
m

た
る
英
掛
银
行
制
度
の
肢 

を
論
中
る
こ
ビ
少
く
、
:H
:(『

理
論
的
部
分』
に
於
い
て
も
一
條
#
的
*
美

藤

こ

換

«
す
れ
ば
、
分
»

^

を̂
^

#
 

難
營
報
行
の
技
術
的
方
而
に
觸
る
：る
.の
み
、
グ
ヱ

1

バ
|

ビ
す
る
銀
行
制
度
の
肓
目
的
歸
浓
に
對
し
て
、
反
對
の 

卜

::
1
が
：獨
逸
兼
營
鈒
行
代
關
す
る
、
;單
行
本
中
の
古
典
な
：

意
見
を
發
表
し
た
、
I彼
.れ
は
英
國
銀
行
制
度
の
本
壘
に 

M

い
と
推
®
せ

る

m
i
t
e
”

 

L
o
t
z
l
T
e
c
h
n
i
k
d
e
s
.
E
m

迫
り
、
其
缺
點
を
爬
羅
剔
抉
し
て
、
.英
國
銀
行
制
度
に 

:':
3
i
s
s
i
i
g
e
s
h
a
f
t
s
,

 Leipzig 

1
3
9
0
。す
ら
修
行
業
務
：の
技」
對
し
深
刻
な
る
疑
問
を
§
し
だ
る
と
共
に
、
獨
逸
兼
營
' 

術
的
方
的
を
說
明
せ
る
の
み
な
^
ば
、
他
は
云
ふ
に
値
'
,銀
行
の
本
體
を
明
炉
，に
し
て
、
某
長
所
、
若
し
く
は
其 

,:
:」

い
し
な
い
。
實
に
一
九
〇
ご
年
前
に
於
い
て
极
兼
營
銀
適
應
性
を
承
認
し
た
。
彼
れ
は
前
揭
昝
の
序
文
に
云
爲 

行
論
の
硏
究
書
少
し
、
グ
ー
f 

V

Iが
殆
ど
！Hilen s

o
.

しV
。

日
く
。

g
u
t

 

w
i
e

 

g
a
g

 

な
-=N

と

云

爲

し

た

の

は

誇

張

の

言

辭

で
.

„
A
b
e
r

 

j
e

 

m
e
h
r

 
i
c
h
v
l
t
l
f
c
h

 

i
n

 

m
e
f
n
e
n

 

G
e
g
e
n
-

ポ
^

^

ね

技

障

ロ

：

r

 

匕

--

—

u

s
t
g
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f

 

n v
e
r
t
f
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I

r
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de 

I

'
k
a
x
v

 dass bei 

dieser 

ベへ
 

c
o
m
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n
i
a

 

opinio 

d
o
?

 

t
o
r
u
m

 
タ doch etwas 

N
c sehr. 

iibersehen 

wird, 

elnelseits” 

dass 

auch 

imsere 

deutsche 

へ

「
A
r
-

 

cr
d
t
s
v
e
r
e
i

a.
g
u
a
g
l.
m 

B
a
n
k
w
Q
S
S

 

ihre: grossen 

V
o
r
z
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.
-
g
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haty 
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abeiy dass 

auch 

d
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3
g
H
s
c
h
e
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i
h
r
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,
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h
m
t
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へへ
 Arbeitsteiiung zwischen 

Depositen-dna 

spekuktionsl.nstute 

bedskliche 

Schattensdten

_
前
段
は
當
時
の
學
界
の
定
說
を
表
白
せ
る
も
の
、
.後
一 

&
は
彼
れ
#-
究
の
成
艰
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
銀
ー
了-H

J

| 

度
は
.必
ず
英
國
流
の
制
度
に
倣
は
ざ
6'
べ
か
&
ず
^
は
一 

r
時
の 

C
o
m
m
u
n
i
s

 

o
p
i
s.
o 

d
o
c
t
o

s.
m
T '
あ
つ 
2 
0 
乞 

然
と
し
て
時
流
の
外
に
立
ち
、
舊
集
を
擺
脫
ず
る
す
S 

1
‘很
办
効
躜
で
あ
る
に
、
彼
れ
は
進
み
て
、
英
國
銀1 

了
 

邻
度
の
核
>
%迄
突
入
し
て
0
^
- 

L
o
a
n

に
至
办
、
此
處

銷
十
二
卷 
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六
七
七)

雜

錄
獨
逸
馨
銀
行
論

に

同

國

銀

一

行

制

度

の

弱

所

あ

る

を

鳴

破

し

た

。
從
來
ル 

國

銀

行

制

度

の

長

所

ば

取

：引

所

と

銀

行

の
截
然
た
る
一 

離

に

あ
&

て

思

惟

せ

ら

れ*

。

然

る

に

卜

。
g

」 

ょ
6

間

接

，に

交

涉

を

有

す

る

.、

間

接

ど

は

手

形

仲

買

”
 

:

^

の

手

を

經

る

乙

と

を

意

味

す

る

.

の

で

あ

：る

、

『

英
國
預
八 

*

行

は

敵

に

糧

を

與

ふ

る

の

寬

摄

：を

有

す

』

と
の
比
瓜 

は

預

金

銀

行

業

務

が

業

務

上

に

敵

と

な

6

つ 

>
あ
る
丨 

上

兀

ょ
6

手

形

伸

買

人

の

存

在

は

英

國

銀

行

の

必

f

 

#

な

在

は

疑

な

き

も|

芋

形

伸

員

入
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を

爲

ず
Z

と
5 :
語

る

も
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で
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る

、
1 0

し

て
p

f c
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^

0

§

の

資

金

が

株

式

等

投

機

取

引
.

の

決

濟

金

額

に

€

用 

せ

ら

る

の

は

明

か

な
'

る

事

實

で

あ

る

、

此

處
R
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國
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行

制
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の

缺
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が
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す

る
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や

唐
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國

鈒

行
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拂

準

備
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に

於
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や
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d short notice 

は

英

國

銀

狩
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支

拂

準

備

金
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な

る

* |
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で
.

あ
：る

。
彼

、 

ヵ

支
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る
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ル
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f
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た
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點
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み
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ら
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實

性
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關

係

を

有

ず

る
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資

金

流

：動

(

n
q
u
i
d
i
®

)

0

_

M

i

i 

肉

®
し

た

毛

の

で

、j
據

.に

し

て

敏

の

生

城

■を

陷

れ

ん
 

.
と

し

た

も

の

で

あ

る

。

彼

れ

は

土

述

の

所

識

'に
傰

き

.た

笫
*:
铖

一

四
0

derrr'J^^ 
3
,
1
1
3
5
0
!
^

發
»-》

'す
る
を
汗
ま
、
^
、
、姆
备«
ハ7 

の

同

國

經

濟
M
活

は

於
»
る

«

«
、

？̂

躐

を

謳

し

て

.， 

„

 

M
wl
pu
Q
h
e
n
H>
r a

n
®
》

な

b
と

云

つ

た

。

英

國

流

銀

一

f t
.

度

を̂

象

的

に

歸

依.

し
、
て
、

兼

營

银

行
'

の
.命

題

ず 

6
す
で
疼
銀
行
な
る
概
念
ょ
，

b
見
れ
^

n

a

n

o

ら
す :
、

M
ら
に
數
弗

を
進
め
て

不
疋
則
業
務
<r>s 彳

起
m 
— •

>

f-

%

u
b

k
な
す
の

思
想
力？

專

軟
锊
ま
的
威
力

b

業

務

、

企

業

飢

織

變

疆

務

-
及

純

發

行

業

務

を

云

ふ
 

是

等

三

游

を

姐

例

總

括

し

て

金

融

業

務

と

稱

す

)

ょ 

觅

ら

に

數

倍

危

險

な

る

は

芷

則

業

務
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惡

化

丨
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u
s
a
r
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a
n
k
g
e
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M
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t
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ビ
も
獬
す
べ
き

法
外
な
る
授
信
業
務
な

b
と
云
爲
し
て
、
英
國
銀
行
制 

度
の
缺
點
を

_
抉
し
^
、
英
國
鈒
行
制
度
の
評
隙
に
忠

:
1

:

を

以

つ

で

霞

し

於

る

龠

暁

に

於

い

す

は

彼

れ

の

®

:

.

 

\

は

，.

獨

龜

銀

行

論

に

^

^

る

 

一

_ 

4
<

®
#

期

を

畫

し

た'

も
'

|

の

で

あ

る
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碩

學

、

ロ
.
シ
'ッ
ァ

1

>

シ.

：ェ.

1

.

フ
ル
、

ヮ
ダ

|

ナ
I
等

(

註ニ
：：}

が
、
龈
.行
論
.
關̂

し

，
て

は

、

從

來

の 
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,, C

o
m
m
u
n
i
s

 

o
u
n
f
o

 

d
o
c
t
m
m
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の

樊
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を

襬

拙

せ

-ず

: 

;
: 

菌

流

銀

行

制

度

、
に
_

跪

母

國

銀

行

の

硏

攻

H
:

 

I
實
な
6
し
彼
れ
は
獨
逸
龈
行
制
度
に
.關
し
て
も
忠
實
な 

一
■
つ
て
は
専
ら
本
質
の
硏
究
を
©
rt
て
枝
葉
の
M

#
 

る
«

;#
|

*
、
苦
^
ぐ
は
« ;
释
*
で
あ
0
た。觸
逸
銀
行
る
，

strdtigkeiten^m 

die 

v

o

¥

M

^

s

ff
i

H
ft
L

 ̂

.の
缺
點
を
認
識
す
る
こ
と
に
於
い
て
敢
て
.人

後

に

落

ち

る

時

，
此
言
あ
办
し
は
實
片
空
谷
響
首
を
間
く
の
感
が 

::
;

ざ

る

も

、

亦

其

長

所

の

i

に
對
し
て
も
決
し
^
容
か
.

ぁ
る
|
註
寫)

:0
.而
し
レ
て
；
—

餵
行
に
：關
す(

る
，、
ソ
'グ 

で
は
な
沪
つ
•た
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彼
-れ
は
彼
の
所
謂
^
賢

’
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！
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ナ
L
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=
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免
、-
レ
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献
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仲
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應
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.
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仙
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鶴
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.
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雜

錄

澍

逸

雜
锻
銀
行
論 

る
を
得
なS

。

然
6
而
し
て
獨
逸
银
行
も
獨
逸
經
濟
の 

欲

求

よ
b
生
れ
發
M
し

た

る

も

の

で

あ

るゾ一

八
四

八 

年
、
，株
式
銀
行
の
先
驅
を
爲

し

た

、
ア‘
シ

ャ

ー

フ
>>

ク
.

ゼ

ン

銀

行

組

合

(

註

五)
は

元

よ
0
、
.第

：

I

期

P

M

g- A 

1

3
及

第

一

一

期s

s i
l

sり)

V

成

立

、

發

展

せ.

る
.、
大
小
多
數
の
銀
行
も
獅
逸
經
濟
の
特
殊
的
條
件
を 

前
提
と
し
た
る
ば
明
.か
に
し
て
、
前
者
に
關
し
て
當
時 

の
大
鈒
行
家
な
-
し
、

メ
ヒ
ゼ
7
ン
氏
の
所
論
に
よ
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(

註
六)

、
後
洛
に
關
し
て
は
ゾ
ン
バ
ル
ト
、(
註
七)

、
又 

.は
シ
千
丨
フ
ル(

設
八)

の
云
爲
せ
^
所
よ
り
見
る
も
明 

か
で
あ
る
。
^
れ
ば
獅
逸
鍬
行
の
實
在
を
檢
せ
ん
と
せ 

ば
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換
言
せ
ん
か
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鈒
行
の
本
遛
を
理
解
せ
ん
と
す
れ 

ば
、
必
す
、
外
的
條
件
を
考
應
の
中
に
加
へ
ね
ば
な
ら 

ぬ
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新
獅
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營
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又
ク
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す
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#
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あ
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。
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銀
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o
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仲
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仲
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仲
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⑶
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雜
錄
獨
逸
诚
瞥
鈒
行
論

ゥ

'-
丨

バ
'丨

の

薺

は

獨

逸

人

^

*

逸

鈒

行

の

眞

價

を
 

,

知

ら

し

め

た

。

然

れ

ど

も

、

其

當

時
.シ
“
.
ッ

グ

ソ

ル

ト

の
 

所

謂『

普

遍

的

に

し

て

强

カ

、

且

有

效

な

る

術

励

た

る

』
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敷

營

銀

行

に

對

し

て

の

非

雛

も

必

ず

虛

妄

な

々

？

退

け
 

る

摩

は

不

可

で

あ

る

、

蓋

し

多

少

の

乳

-3
の

#

;0
:
を

^

、
ー 

,
定

し

居

る

も

の

で

あ

る.。..而

し

て

其

非

麵

の

皮

相

的

原': 

因

は

，.ニ

個

の

事

實

ょ6
來

代

、
第|
は

怫

國

の

れSo
d
e
t
6 

,

_
 

.
 

..
 

generale 

d
e

 

C
r
6dit 

mobilieri 

V
J

獨

逸

銀

行

と

を

同
 

.

質

な

ク

で

齪

解

し

た

る

こ

ど

、

(

註

')

第

二

は

、i

九

|

 

「

〇

一
，
年

の

恐

慌

(

|}
:
ニ)

を

觸

逸

亂

行

制

度

に

本

有

的«
;

{
と
誤
認
し
た
る
ょ
り
屯
；じ
た
る
も
の
で
あ
る
？
3
れ 

V/
: :

ぼ
此
1

1
を
_
明
に
す
る
こ
と
自
體
が
や
が
て
獅
逸
銀

\ 

パ
打
僻
度
の
正
し
き
認
識
，

y

導
ぐ
も
の
た
る
や
言
を
俟
た
一 

、：:

:'

な
s
o credit m

o
biHer.h

は j 

八
五 
二 
年
十
一
月
十
ニ
:- 

p
rL
if
l
.

に
設
立
せ
ら
る
.Issaac 

Pereire

兄
皓
が
一
方 

理
想
派
社
會
主
義
者
ナ
ジ
シ
モ

シ
の
學
說
を
實
行
せ
ん 

'

;̂
す

る

の

志

と

、
，
他
^-
.、當
.時
の
經
濟
、
政
治
界
ー
に
於
ぃ

、第

懸
.

.
3四

て
暴
君
的
蹲
恣
、
橫
行
を
極

-̂-
つ
、
あ
6
し
、
口
ス
チ 

ャ
ィ
ル
ド
一
家
に
對
抗
、

應
酬
せ
ん
ビ
の
志
と
の
結
合 

ょ
b
生
れ
、
興
目
的
ビ
す
る
所
は
動
產
的
信
用
を
公
衆 

に
授
受
す
る
に
あ
b
た
る
も
、
亦
、
此
制
度
に
ょ
り
て 

經
濟
狀
態
の
根
本
的
革
命
を
责
&
さ
ん
€
す
る
思
谨
の 

存
个
た
る
こ
と
は
看
取
す
る
に
難
く
な
い
。

一
八
五
.ニ 

年
に
初

ま

ぅ

、j

八

六
七

年
に
終
A
た
る
十
五
年
間
の 

短
き
生
涯
は
花
の
如
き
生
：活
ビ
慘
儋
た
る
破
綻
，の
®
史 

で
あ
つ
て
、
宛
然
人
事
の
榮
枯
計
ら
知
ら
れ
ざ
る
を
示 

す
好
模
範
な
る
の
實
を
示
し
た
。一

八
五
五
年
の
四
割 

配
當
は
其
隆
熾
期
の
頂
點
を
語
る
好
犮
證
で
あ
つ
た
。
 

而
し
て
其
悲
劇
的
末
路
の
獨
逸
銀
行
制
度
に
關
し
て
、

一
抹
の
陰
翳
を
投
ぐ
る
に
至
つ
た
の
は
當
然
の
歸
著
で 

あ
つ
^
。
蓋
し
獨
逸
銀
行
の
典
型
は

p
e
d
i
t

 

mobili6r 

な
6 V

J

の
思
想
が
普
遍
し
つ
>

f

し
が
故
であ
る
0 

然
れ
ど
も
、
ザ
ッ
ト
ラ
ー
の
硏
究

H

ミpari,ser 

credit 

mobilier v
o
n

 

1852-1
006

7
)

コ
シ
ラ
ー
ド
の
攻
索

(

5
e

c

l
 

M

o

f
 

oaer 

H

I

 

:
I
n
d
s
e
— 

一

b
a
nks)

或
又
、マ
ツ
ク
ス
•グ
ィ
ル
ト
の
探
究

(
G
i
i
c
h
t
e

 

a
e
”
：f
 

d
e
l
s
k
l
)

戒
又
、
？

ン
•
ブレ
ン
デ
の
推 

稱
す
べ
き
攻
究

(
G
r
u
n
d
l

 

I
 Geschchte des 

0

1
 

■■^oblllen 

1903.)

等
は
巴
祖
動
產
銀
行
の
本
質
を
明
か 

に
し
た
E

H)

其
破
綻
は
全
く®/
産
資
本
の
過
激
®
る 

不
励
產
化
、
換
言
す
れ
ば
、
へ
自
己
S

立
せ
る
娘
會
社 

#
ゼS

C
C
I

 

i
i
o
b
i
s
r
e

の
偏
倚
^
名
放
資
ょ
h
生
- 

矣
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
。
或

X

獅
逸
銀
行
とS

 

較
&
チ
に
於
し
て
大
な
る
相
違
あ
る
こ
ビ
を
認
め
た
。 

「

H
J
M動
産
觀
行
が
、
其

間

接

餘

資

僉|

る
有
|®
^

へ
 

券

は

資

本

金

ょ

り

多

额

に

上

々

ヽ

.
六

千

离

フ
ラ
ン
の
資 

本
金
に
對
し
、.一
八
五
五
年
一
億'^
槐
法
ヽj

八
7|
;六

. 

,

年
九
千
彳1

西

馮

法

、

」

--
-

八

五

七

年

八

，千

三
|

法

、
.

フ
，：

法1

八
六
Q
年

一

億
ニ
千
三
百
萬
法
を
所
持
せ
る
事
實 

等
は
»
逸
鈒
行
と
其
.經
濟
的
經
營
方
：針
と
の
大
な
る
聋

.

幣
十
ニ
卷(

六
八
三)

濉

0

鐘
翁
銀
行
論

親

あ

る

を
^
ふ

も

の

で

あ

る

(

予

の

論

文

下

淼

诚

)

.

.

衍
し
て
以
里
動
康
龈
行
に
對
す
る
此
種
硏
究
は
獨
逸
鍬 

行
制
度
の
陰
徽
0

ー
面
に
光
明
を
資
ら
し
た
。
ク
エ
ー 

V
1
Q

如
き
も
、
其
驚
歎
す
ベ
S
硏
究
に
於
い
て
、
此 

\

點
t

出
#
.し
た
。
彼

れ

が

蠢

銀

行

をp
i

e
兄 

.一
弟
の
意
味
に
於
け
るC

r
e
d
i
t
«
o
b
n
f
e
r

な
る
や
？?
や
^
* 

一
.自
間
し
て
、Ich a

n
t
w
s
e
:

 

N
e
i
n
.
(

註
四)

と
自
答
せ 

\

る
ょ
力
見
る
も
明
か
で
あ
る
。

v

巴

里

卿

產

銀

行

ょ

り

も

獨

逸

飯

行

刺

度

に

深

い

暗

裘
 

\

を

投

げ

た

の

は

、

一

九0

‘

「

年

に

於

け

る

商

業

恐

«

で 

I

あ

つ

た
9
同

國

學

漭

の

多

ぐ

が

獨

逸

鈒

行

の

本

質

ょ

&

\

此
恐
憐
の
^

じ
た
，る
»
を
云
爲
し
た
o 

Vグ
‘ナ
I
の
如 

I

き
も
其
随
一
で
あ
つ
た
。
彼
れ
.が
、『

现
論
家
、
1!
t
間
知 

ら
ず
の
.書
齋
學
#(

^

&

gcr
c
}a*
^

^

e老
朽
お
す
な
き
の 

:■
.死

學

激

が

、

：

實

際

家

、
.元

氣

撗

溢

せ

る

實

際

家

ょ

り

勝 

っ
衣I

と
の
快
心
の
•皮
肉
を
漏
し
た
の
は
此
靈
が
^
: 

然

に

，も

自

已

の

豫

見

と

適

中

し

た

か

の

感

が

あ

つ

た

か

艰̂

號
.

：

一
四^



绡
十
ニ
怨(

六
八
四

〕

雑

錄
、.

獨
逸
，缺
餞
銀
行
繭

ら
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
事
實
は
是
れ
.に
反
す
る
。

「

夂
 

o

1

尔
の
恐
慌
は
獨
逸
銀
行
制
度
の
合
有
的
、
本
質
的 

必
然
的
な
る
缺
點
よ
6

生
じ
た
る
に
あ6
ず
、
全
く
外 

花
的
、
假
相
的
、
偶
發
的
事
質
よ
6
生
じ
たる
も
の
で 

あ
る
、
即
獨
逸
取
引
所
法
の
不
備
ビ
：、：

重
役
の
不
徳
行
一 

爲
よ
り
斗
：じ
た
る
も
の
で
あ
る
。

:
然
り
、

：

此
恐
慌
に
對

| 

し
て
は
、
皮
つ
て
獨
逸
龈
行
は
其
畏
所
を
示
し
犮
。
佛
一 

人
ゾ
口
ン
デ
ル
の
云
へ
る̂
*»
く
、
：«
に
此
^

«
に
際
;:
:
| 

し
て
獅
逸
銀
行
は
2 victo

a.eusement 

d U

立
つ
た
‘の
一

で

あ

る

、

ク
ロ
ィ
ツ新
聞

は

此
.間
；の
消

息

.を
0

つ

て

居

一

o

B

、

. 

|

. 

.

:,
.
.!
.
,::
.
v
:
‘

ゾ
K
s

 S
O
H

 
日
0ぼ verkannt warden, dass die H

a
u
t
e

 

\

.

.

.

.;:

.
;::
:
;:
'.
 

:
;
: 

.
'
:
>

b
a
n
q
s

 

durcli 

ihre 

rasche 

u
n
d

 

.
 energjs'ohe 

In

丨) 

,
め
 onutznahme 

des 

berechtigten 

Kaufrnan

a.schen 

x
r
e
d
i
^
s
p

 
沿 
i
& in 

s
a
d
l
s
e

vpdie 

F
o
l
g
e
n

.
 der 

卜eipziger Katastrcphe seiir gemildert hat. D
s
r

i
c

a
r

s
n

,
.

.

. ^
+
r
.
.

 

r
v

u
r

 

.
 

.
a

l
l

e
r

 

, .3D
a

n
k

 

u
n

c
i

\

 

A
n

 

心 r
l

c
e

r
m

/
u

n
g：

:

笫
玉
號：

. 

1

明
六' 

.
 

g
e
z
o
l
l
t

 w
e
r
d
e
n
’

 

(
W
e
b
e
r
、
a
.

 

a
.

 

p
 s

。
l
o
r
)

 

(

®.

'

五) 

'

. :

是
れ
、
實
際
的
事
實
ょ
b
演
痛
せ
ら
れ
た
、
獨
逸
龈 

行
短
所
論
.の
酿
泉
を
淸
む
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、 

ダ
H
I
V

Iも
此
點
.を
硏
索
し
だ
S

然
れ
ど
も
上
述
ニ 

個
‘の
批
難
を
明
«
に
論
破
ず
る
ど
雖
も
獨
逸
银
行
研
究 

の
完
鹽
を
期
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

.『

@
人
、に
.し
.て
茬
し
、

安
全
に
職
業
に
從
事
せ
ん
と 

せ
ば
、
先
づ
、
.我
銀
行
制
度
の
研
究
ょ
り
出
發
せ
ね
ば 

な
ら
ぬ
.

』
_

ど
は
、

バ
デ
テ
オ
ッ
ト
の『

英
國
金
融
論』 

(
L

o'm
b
a
r
d

 

street)

の
一
節
で
あ
るo

獨
逸
龈
行
硏
究 

に
B
:し
、
英
陳
流
見
解
の
#
檢
ょ
&

M
し
て
、
學
的
自 

由
民

i

f

た
る

、
獨
逸

#

«

は
、，

此
句
の
意
味
を

®

 

得
し
て
、
：.
M
ら

に

深

く

、

母

國

銀

行

制

度

.の

研

究

に

沒 

s r
v

.て
、
其
^.
ら
し
^
成
®
に
見
事
な
る
も
の
が
あ
つ

た
。
亦
他
方
に
於
^
て
、
»
際
社
會
の
要
求
が
、
種
 々

の
疑
別
の
解
決
を
赴
っ
た
、-
種
々
：め
改
^

f

は
討
磷
、

せ

ら

れ

炎

。
傭

し

て.此

要

求

を

，具

體

も

る
0

成

り
>

5

 

3

 

は

ニ

九

o
八

年

f

1

九

i

 
f

し

5

1:
.

y

彼f

 

1

1

 

f

iさ

三

年

I

 

 ̂

 ̂

;

ぐ

.

.: :

?

し

て

舞

せ

ら

れ

た

—

^ ̂

g
 

!

I

 

l

e
 

f

■

料f

產

粲

に

『

I

叙

行

制

燈

何

等

か^ 1
改

^

へ
.
. 

'

I

h

l

t
 

f

 

s

f
 

I

r
 

ni 

K

g

l

M
: 

;

fの
1

、

其

最
I

■

も
I

に

：於

い

て

も

、\ 

.

名

。
”
 !

:
L
e
s

 

3
1

s

ホ

I

r

 

^

 

I

I

 名

が
 

t

』

云

f

 泛
 

w

i

f

i
 

\ 

J

 S
O

I

 

f

f

.

1

:

! '
•

!

;

ヤ

ィ

デ

ル

の『

獅

逸

g

と

H

i

s

^

r

;

^

」

-:
^

r

?

.

g
 

f

.

l
 

I

,
 

f

.

:

の

『

I

銀

行

及

収

引

所

論

』

及

？

ハ

ー

の

,
き
 

一

't

 

f

 
l

i

!

:

 

二

！

e 

p

♦
と

s

れ

もm
1

a

t
 

I

fれ

？

I

れ
I

t

 j 

. 

d

i

l

l

s
し

め

た

、

『

■
行

？

 

画

の

童

に
f

る

ゃ

驗

す

る

の,

な

；
w

ほ

i 

_

會』

I

I
す

る

s

f

 

f

藍

し

、

該

調
 

當

時

は

觸

逸

銀

行

論

の

黄

命

時

代

で

ぁ

つ

た

ム

：
^
 

^

#

1
 

I
舞

制

度

の

本

體

に

觸

れ

んt

友 

怫

國

經

濟

學

者S

國

銀

S

Q
包

括

的

質

の
^2

 

る

。

況
f

該

寶

會

S

■

雜
I

 

G

ハ
S

雜

M

還
I

I

 

-

:

て

寥

せ

,
善

る

、

獅

暴

行

の

經

濟

的

經

營

關

\
 

_
'辩
5£
«

1
,
15
1
七



ル

pi
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ill
如
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^
v
n
»
_
-
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,
-
A
,
.
*
f
,
-
.
i
>
.
3
l
c
.
s
.
?
^
_
v
,
.
v
«
«
r
/
\
n
u
.
.
^
.
*
f
c
-
t
v
>
0
.
t
i
y
«
.
.
^
.
I
.
^
S
S
V
«
.
%
»

4

^
§
i

M

s

i

l

s

l

し
 

I
:
.
:

rj
:
-
.
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.
,
^
:
;j
:ij
::,
*
r 

.

.
,
.
-
^
^
?
l
.
^
.
.
.
^

nIr
’S

A

S

h
.
i
M 

,
.
i
^

v;
t:
fv
*
.

:M，

、i,ク 
c

^ x l

•

筋 
_

. 

_ 

.
l
w
A
-

m
i
sb'
n)

：

(

K
 j 

)

k
 

1九
0
八
，年

ょ

り

1

九
0
九

年

迄

を 

其

曾

期

ヒ

し

た

。
，
其

，励

機

は

一

九

0
七
年
に
於
け
る
通 

貨
逼
浪
及
是
れ
ょ
b
起
つ
た
恐
慌
が
獨
逸
鈒
行
に
對
ず 

る
®
義
を
提
供
し
た
れ
ば
是
れ
に
根
本
的
改M

を
爲
さ 

A
と
す
る
ょ
6
生
れ
た
も
：の
で
あ
る
。
3
れ
ば
該
會
，の
：
 

委
員
は
智
學
界
、
實
業
界
、
政
治
界
に
於
け
る
大
家
を 

網
羅
し
た
。
即
帝
國
银
行
總
裁
、

へ
ー
べ
ン
ス
タ
ィ
シ 

.
R是
.れ
が
主
宰vj

な
-
、̂
レ
.キ
.シ
ス
、
■リ
^
^
r丨
、
ツ
. 

グ
ナ
I
は
學
界
の
代
表
*
と
见
る
べ
く
、
リ
ュ
ッ
ク
、

:

マ
ッ
ク
ス
は
：實
際
社
會
の
代
表
考

N>
J
見
る
ベ
く
、

一
ー
ナ 

H
名
の
委
員
、
悉
く
、
學
胸
ど
經
驗

v
j

を
被
振
し
た
。 

(
註
ニ)

:•
會
議
に
於
い
て
、
論
議
に
上
6
し
は
、
第
二
は
预
金

'
の
安
全
確
實
と
、
其
流
動
性
の
問
題
で
あ
る
、
第
二
は

へ
各
改
革
案
の
可
裔
善
惡
0-
觐
別
、
批
判
と
で
あ
る
"
第

1

の
®
は
、
预
金
の.性
賀
、
從
つ
て
其
れ
と
外
來
资
金 

ビ
の
刚
係
に
觸
る
。
斯
く
て
、
预
金
ミ
外
來
資
企
せ
の

奶

十
•涖

(

-
:ハ
八
六> 

雑

錄

1

1

^

^

^

?

M

大
な
る
關
係
を
有
す
る
ギ
於
い
て
を
や
で
あ
ぺ 

.

る
。

•

〈

独
！)

獨
逸
經
濟
史
上
、
企
業
紙
織
璲
躬
時
代

w

知
ら
名
る一

八
五
：

~*
牟
エ
槊
资
合

：

供
給
の
2
:的

.|
:
て
\
:穸

を

牵H
s
d
e
l

 und In- 

dustrie

散
^,
せ
ら
る
、
而
し
：て
該
銀
行
^
斯
做
し
て
佛_
の
0

:
:へ&
1 

Mobilier.

の
模
做
^
リ
上
 
'せ
ら
る：
.V
土
然
ら
中
。

或
乂
伊
太
利
の
..

r

M

_

 
ニ
 

l

_

i

f

i

l

:

へ̂

ニ)

ヲ

イ
7
士

ッ
h
銀
行
、
ドV
ス
デ
ソ
信;1
-
1銳
行
、
ヲ
イ
ソ
.銀 

行
、
パ
イ
ル
ブ

=

ソ
企
槳
銀
衧
の
破
避
ょ
4

來
リ
た
る1
め
で
あ
る 

<註
1

3
:
巴
]1
1
信
川
銀
行
研
究
の
：拟
木
と
箭
妝
す
べ
さ

|-
1

A
y
c
a
r
d
l

 

Ilistoire du erstgcbilicr 1852丨
1867, 

}w 

yelies 

100
6
7.
で 

わ
っ
て
、
五
甘
九
拾
五
讥
ょ
リ
成
る

0ン
其
取
界|-
货
納
过
し
點
ょ
り 

几
れ
ば
餘
リ
、
牠
稱
に
流
い
し
な
い

.0 

,9

1
サ
I
、
ゾy

ゾ
デ
の
如 

.
さ
む
此
骑V
批
郡
.し
.て
、Nicht-S 

weitcr als e

一
 u 

r
a
m
p

B:et von 

Adfang. !>is zu wude 

と
1方
.
.つ?:
。 

c
l!
*
:
.
四)

；'
'̂e

b
c
r

一.
.
 a. 

p s. 
5
プ
參
\ 
照
。

(

戬
五
V

湖
：a
博
.士
，，

「

龈
1
£
1

」

四
：八
0
双
參
脱
。

：

:
.
c 

註
ふ
ハ)

：
: '—

. E
u

g
c

 

ロ 

K

p -
n

f

m

p

n

n

-
-

D
a

s

 

F
r
a
n
z

o
s

i
s

c
l

l
e

'

 

B
a

n
l

c
w

e
s

e
n

 

序

.次
#
照
。

' 

‘ 

,

:『

0
.
 ̂
制

度

.調
夜

•麥
2211 

ハ
^s』

-.(

B
s
l'a
k Enq_uete 

k
o
m
l
:

1

l

I

!

颇
係
は
、
齦
行
の
.授
信
業
務
の
安
全
確
實
ビ
邡
流
動
性 

の

;-
r
a
sに
極
限
せ
ら
る
？
而
し
て
：此
_

に
»
る
る
は 

や
が
て
、
繁
銀
狞
の
根
本
的
原
則(

G
m
ndregel) 

た
る
';『

貨
方
業
務
ど
借
方
業
務
と
は
«
最
共
に
同
一
た 

る
を
必
要
^
す
る』

の
[?
0
輝
に
迫
て
來
つ
た
の
*で

あ

るf 

窗

8
流
動
性
如
何
の
間
題
ば
、:.
:授
偾
業
務
の
性
質
及
| 

柳
類
.

®
ょ
り
轉
化
じV

、-

..銀

行

剩

餘

金

を

生

產

的 

な
h

'̂
M

#
す
る
や
丧
や
：の
1]
0
題
に
酸
開
し
來
る
の
で
一 

あ
る
。
校
B
せ
ん
か
、
經
濟
摩
&
上
、
稀
に
见
る
天
才
.
.

| 

或
淵
に
於
い
て
超
ジ
ヵ
ル
ド
な
6
ビ
の
諧
僻
を
受
け
セ

ン
 

る
べI

ル
マ
ン
の
所
#

歲

：行
經
營
上
、
剩
餘
金
を
看
做
| 

し
.て
、
：
不
生
產
的
を
な
す
は
般
も
危
險
代
し
て
、
不
条
ー 

理
で
あ
る』

と
の
結
論
を
、
認
容
、
信
服
す
る
や
の
卵
| 

M
に
來
令
の
で
あ
る
。
第
二
の
問
题
は
第
|
:の
問
1 |
ょ 

り
对
る
^
然
の
論
題
で
あ
る
0
細
別
ず
れ
ば
、(

一
)

预 

余
ク
ぢ
3
、
暮
a
、
，及
其
.放

資

规

定

：す
る
.j

«
e)
法 

的
標
单
ゆ
要
.
*̂:
や
不2

や
、
.(

，ニ)

貨
借
對
照
表
の
發
表

瑢
十
一
i
 

(

六
八
七)

：
.

雜

0

麗

馨

笤

論

.

.

(

三)

從
'4
の
奪
#
顏
行
.に
‘代
る
に
^
る
新
制
度
採
||
1
0
.
. 

.可
否
.等
の
卯
題
を
合
ひ
の
で
t

o
第
二
の
M

に
關 

しy

は
學
漭
、
實
際
11
]
]に
觉
為
な
6

?
云
ふ》」

ビ
能
は 

ざ

，る

も

、

大

略

、

意

見

の

I

致

を

見

た

、

同

委

暑

に
 

.於

り

る

、

フ

グ

ナ

ー

の

所

^

明

か

に

是

れ

を

語

る

の

で 

あ
る(

站H
)

而
し
て
決
議
事
項
の
實
行
は
政
府
及
立
法 

部(

抑
龠
及
國
會)

に
委
任
し
た
。
然
れ
ど
も
、
元
來
該 

會
議
は
初
め
•よ
り
、
«
逸
銀
?t
制
廣
の
急
激
、
又
は
® 

本
的
典
化
を
希
紫
せ
ず(

駐
五)

。
是
れ
を
委
負
會
^
於 

け
る
、
m
ii
V

IV

ン
シ
タ
ィ
ン
の
言『

委
員
中
に
法 

律
に
よ
り
て
信
用
飯
行(kredit hank) (

li
t
六)

よ
り
预 

金
翁
子
の
分
關
を
0
ま
し
き
^
3:
り
.？
思
酸
す
る
も
0 

な
念
ft
：
確
.信
す
る
な
り』

云
々
或
又『

諸
外
國
、
殊
に 

英
H
の
如
き
も_

曾̂
て
は
闾
國
傲
行
制
度
に
無
滌
件 

的
f

老

た

——

獨

逸

銀

行

：制

度

に

梭

倣

す

る

を

可 

^
減

す

の

：
篇

見

現

は

る

、
ド
至
：：つ
た

』

沄
々
.
、

に
よ
る 

も

看

肷

す

る

に
_
く

な

いo
或

又

官

立

®

金

龈

行

の

跺

:
B

i

.
ソ
ー
：！
：九，
'



.

热

十

ニ

潘

(

六
八
八)

雜

’
0

僦
逸
‘馨

餅

打

論 

立
單
、ー
鈒
行
谓
度
の
必
要
論
等
の
採
川
せ
ら
れ
な
か
つ 

た
車
實
ょ
6
見
る
も
明
か
で
あ
る(

ff
i
七
}
。
然
れ
ど
も 

不
断
の
#
*
の
逍
积
に
あ
る
獅
逸
經
濟
狀
態
に
逾
應
す 

る
べ
く

、

純
々
な
る
改
难
案
の
採
川
せ
ら
れ
た
事
は
 ̂

知
の
^

K
で
あ
る(

訪
八

)
。

而
し
て
极
本
的
取
命
的
變
一 

化
を
®
逸
金
融
制
度
に
與
ふ
る
を
裔
足
し
た
。
該

倚

議

一
 

の
®
底
に
^
:す
る
忍
想
は
、
ク
.r
.1

、パ
ー
、

フ
ィ
ル

デ( 

ブ
ラ
ン
ト
の
恐
想
と
、
典
嗚
す
る
所
あ
り
、
彼
等
は
龈
,
 

行
偷
巾
に
普
遍
的
生
命
を
布
す
る
も
の
マ」
、
特
殊
的
性

\

 

S
を
^
す
る
も
の
^
の
la
);
!
あ
る
2r
^J
n/
u
*め
/e
。
^
^
Bす 

'ノ
 

_れ

ば

社

會

學

に

於

い

て

す
ら
も
&
錄
す
る
、
.學
の
地
a

\ 

的
萤
別
の
又
笠
し
く
、
鈒
行
論
に
も
適
耍
せ
ら
る
、
を

\ 

裁
斷
し
た
。
即
特
殊
的
外
的
條
件
を
其
生
#
、
發

肱

の

一
 

根
#
と
す
る
觸
逸
飯
行
は
學
娌
が
ょ
し
や
此
制
度
を
?? 

定
す
る
も
、
他
國
の
緻
驗
及
其
經
驗
の
上
に
築
れ
た
る 

學
說
が
よ
し
や
此
制
度
を
#
宛
せ
ざ
る
も
、
其
#
花
の 

现
|[
!
と

湓

雜

と

は

嚴

然

ど

し

て

**
す
る
己
と
を
明
か
に

第
3£
狱 

i
ai
c

'

し

た

"
該

調

畓

會
4
心

现

的

悄

性

の

餘

蔥

に

ょ

り

て

、 

獨

逸

人

に

淡

き

愧

統

的

權

威

を

布

し

た

り

し

、

英

®
M 

行

制

度a
w

說

に

對

し

て

、

止

め

を

刺

し

て

、

獨

逸

m 

行

の

raison 

d
(v
t
r
eを

認

識

し

た

。

此

認

識

の

結

娘

は
 

根

本

的

變

艰

を

否®
す

る

に

矩

つ

た

の

で

あ

っ

た

。

杏
 

寧

ろ

、

經

濟

生

活

V 」

密

後

の

交

涉

、

鉛

綵

を

爲

す

金

融
 

制

®
を

人

爲

的

に

、

而

か

も

很

本

的

に

、

變

取

す

る

の
 

有

管

#/
益

な

る

を

、
fr
-
E
し

た

叙
*
で

あ

つ
L
、

顶

し
 

て

此

思

想

は

又

等

し

く

、

英

阈

金

融
^
界

の

權

威

^

た 

る

、B
a
g
e
h
o
t

の

思

想

と

一

致

す

る

。

現
代
英
國
金
融
學
界
の
第
ー
人
济
た
/>
\

ゥ
ィ
ザ
I 

ス
が『

菩
入
の
步
み
し
路
、
步
1み
つ 

>あ
る
路
、
艰
沒 

ん
と
す
る
路
を
、
天
才
的
光
明
に
ょ
む
て
、
照
敎
、
豫 

断
せ
し
金
玉
の
著
な
6』

と
、
歎
®
し
/a
るr
a
g
e
h
o
t

 

のL
o
m
b
a
r
d

 
S
t
r
e
e
t

の
結
論
^
將
を
等
し
く
す
る
も
.の 

が
あ
る
。V

デ
オ
ッ
ト
日
く

P
A
. 

s
y
s
t
e
m

 of. credit., whioll .has. s
l
o
w
l
y

/Q
r
o
w
n

i
I

I
I1
1I
1

i
腫
6
>sI

d
p as 

years 

w
e
n
t

 

w
h
i
c
h

 

has 

suited 

itself 

rf
o r

o
u
r
s
e

 

0
1 business; 

w
h
i
c
h

 

w
a
s

 

forced -itself 

o
n

 

rhe 

liabit 

o
f

 

m
s
; will 

n
ot 

b
e

 

altered 

げ €cause 

theorists 

disapprove 

o
f

 it* 

o
r

crecause 

b
o
o
k
s
v
r
e

 

written 

a
g
a
i
i

 

 ̂(

w
b&

ミ
ー 

S

I
 

V 

3
1
0
)

而
し
て
此
句
が
、
當
峙
英
國
に
^

し
た
る
、
獨
逸
鈒 

fr
に
英
g

M
tJ
が
學
ぶ
の
要
あ
り
ど
爲
す
論
满
、
タ

ェ
 

1

パ
ー
の
所
謂『

英

國

銀

行

制

度

の

^
 

を
大
踩
す
る
人
々』

R

答
へ
た
る
も
の
な
る
乙
ビ
を
知
一 

i

SI
ら
に
獨
逸
鈒
行
調
蜜
姿
員
會
の
決
議
を
、
知
ら
一 

は

感

風

の

沉

然
^

る
を
禁
す
る
こ
と
離
い
を
思
ふ
。

\ 

_
^
會
は
火
山
鳴
動
風 

一
E

の
感
あ
る
も
、
亦

獨

逸

令\ 

p

u
tr
ビ
學
勉
と
を
調
用
し
た
る
の
效
は
滅
す
る
を 

f e
な
い
。
調
#

#
ょ
0
、
既
に
十
调
厘
、
リ
ー
少
I

、

,
 

ャ
ッ
ヒ
ユ
の
玉
著
出
で
て
'*
-

九
春
秋
を
®

ぬ
、

at
ら

に 

少
ュ
ー
バ
I

の
著
上
梓
せ
ら
れ
し
は
/

十
六
歷
霜
の
昔 

讲
11

% 

(
-X

八
九)

.

,
續
.

.
錄-

:

獨

羅
I

I

彼

等

の

#

、從
ら

R.
古

典

的

な

ら

ん

と

し

つ

、
あ

る

半 

而
、
光
耀
に
た
ぐ
ひ
て
發
诞
の
遒
程
に
あ
る
は
獨
逸
經 

濟
で
あ
る
、
進
步
し
て
止
ま
ち
ざ
る
は
飯
行
業
務
で
あ 

る
。
斯
く
の
如
く
し
て
、
銀
行
論
の
麗
は
生
起
し
つ 

、
、
又
開
展
し
つ
、

あ

る

、
新
ら
た
な
る
、
疑
問
は
領 

發
し
て
、
:H
:(

解
決
を
待
つ
て
居
る
。
況
ん
や
、
獅
逸
銀 

行
論
はvieies.

な

る

もviei

な
6
ざ
る
の
慽
あ
り』

と 

揭
言
せ
る『

新
獨
邋
兼
營
銀
行
論
の
著
者
、
ボ
ー
ゼ
二 

/
 ( 

！

九

！
 

ニ
牟
同
書
序
文
參
照)

の
.語
餹
の
明
ら
か
. 

に
1?
朶
に
殘
れ
る
時
で
あ
る
に
於
い
て
を
や
で
あ
ろ
0 

茲
に
於
い
て
か
、
菩
人
は
愆
を
秘
め
て
、
獨
逸
鈒
行
の 

硏
究
に
沒
®
す
る
の
婴
が
あ
る
、
換
；宵
す
れ
ば
其
赏
花 

を
砂
ヵ
に
し
、
本
體
を
把
振
す
る
の
要
が
あ
る
。
而
し 

て
此
即
M
こ
そ
其
解
決
を
苔
人
に
强
5?
す
る
所
の
も
の 

.で
あ
る
。
予
の
拙
文
亦
僅
か
に
、
其
一
端
に
觸
ん
と
す 

る
の
で
あ
る
。『

銀
行
經
濟
的
經
營
關
係(ie bankwirt- 

schaftii.chen 

BetriebverMitnisse)

の
弹
剖』

即
嚴
れ
で

,

.
0
M
P 

.
1
5



^
十

二

彻(

六
九
〇)

雜

錄

獨
逸
浓
锊
銀
行
論 

あ
る
。
蕊
し
！
經
濟
を
究
全
に
理
解
せ
ん
と
す
れ
ば 

典
經
營
如
W
を
知
悉
す
.る
の
：要
が
あ
る
、
即
經
營
は
經 

濟
のH

U

的
意
志
：(z

w
e
c
k
w
s
e
)
0

表

現

、

若

し

く

-
ば 

到E

的

手

段

な.る

が

故

で.あ

る

。
：
此

處

，に
云
ふ
經
濟
ノ 

{
\
y
h

.-'.-scllaft)

と

ば
ゾ
ン
 

V
ル
•ト

の

所

謂

：
J
<
0
3
e
^
c
n
g
s 

丨
へ 

.
g
e
m
e
l
n
s
c
h
a
f
l
^
M
M

WI
ii
s)
' 
の

意

纪

し

て

、
經

營

と

は

 

|

 

.又

等

し

く

彼

れ

の

所

謂

 

s
t

creltsgem
lH.nschaft 

二 (

勞
一

::

働

湖

馓)

；
の

意

で

あ

る

漏

九

)

故

に

、
：
此

寫

味

に

於

け

j 

る

、

雜

濟

の

稱»

(

a
レ 
1 

G
eK-
t der 

wirtschaft
)

は

常 

\

に

必

ず

、

經

罃

の

上

に

农

现

せ

ら

れ

、

反

映

せ

ら

る

y

一 

も

の

で

あ

る

、

.

從

つ

て

、

商H

業

U

於

.い

て
も
、.
s 

j 

k
於

け

る

ビ

等

し

く

、

其

經

鐵

形

態

の

滅

移

は

其

經

濟

一
 

の

變

遛

を

物

語

る

も

の

で

あ

る
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物

價

、
米

債

調

節
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訓

令

'
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舨
物
價
の
暴
騰
に
伴
ひ
、
近
時
食
料
品
、
就
中
米 

價

の

奔

騰

は
一

見
其
已
む
處
を
知
ら
さ
る
の
姐
が
ぁ
る 
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節
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